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前	
 文	
 

「医学生物学領域の動物実験に関する国際原則」は、25 年以上にわたって法律

や政策、指針の発展の枠組みとして機能してきた。1985年にこの国際原則が作
成された時には、実験動物のケアに関する最適な実践法や基準は実験動物の医

学や科学の専門家によって確立の途上にあった。以後何年もかけて、これら多

くの実践法や基準は多くの国々の監督機構に根付いてきた。最初の国際原則が

公表されて以来、動物実験は目に見えて拡大し、非常に多くの技術的な進展が

あり、実験動物の福祉への社会的な注目が集まる様になった。この進展が、動

物を研究や教育に使用する時に科学者が直面する今日的諸問題を解決するため

に国際原則の主眼の更新と拡大を促した。	
 

	
 

改訂された「医学生物学領域の動物実験に関する国際原則」は、これを更新す

るために組織された The Council for International Organizations for Medical 
Science (CIOMS) と  The International Council of Laboratory Animal 
Science (ICLAS) との共同事業の成果である。これらの国際組織は医学生物科
学分野の国際共同研究を進展させるという共通の目標を持つ。改訂版は、３年

以上に渡り世界中で開催された、いくつかの科学会議と連携して、10 回以上に
渡って開かれた会議等で集められた科学者、獣医師やその他の専門家の意見や

提案の結果である。これらの議論は 30以上の専門家会議、組織及び国々からの
動物の使用に関する原則に関する報告書に基づいている。ワーキンググループ
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はいくつかの枢要な利害関係者の専門組織を代表する国際的・学際的なメンバ

ーから構成されていた。 

 
改訂された「医学生物学領域の動物実験に関する国際原則」は、その他の国内、

国際の政府機関によって呈示されている、より詳細な指導書と調和がとられて

いる。この国際原則は、動物の適切な使用を保証するための責任と監督体制を

発展させるために、動物を使用する発展段階の研究や教育プログラムをもつ

国々にとって試金石となるであろう。これらはまた、先進的な動物使用に基づ

いた研究プログラムをもつ国々に取っても国際評価基準として役立つ。1985年
版に示されている様に、研究や試験、教育目的での動物使用にはそれぞれの国

毎にアプローチの仕方に違いがある。この国際原則と他のケアに関するより具

体的な基準を示す文書を適用することにより、各国は、その国の慣例や社会習

慣に釣り合った指針や規程の詳細なシステムを進展させることが出来る。	
 

 
研究や教育、試験における動物の使用は、人間や動物の機能に関する私たちの

理解を進歩させる必須の要素である。この知識は病気の予防や治療、新しい治

療法や薬品、医療機器の発展を通して人や動物の健康や福祉を進展させるため

に重要である。動物を用いることが社会から科学者に委ねられた特権であるこ

とを理解するなら、科学界は、動物がこれらの目的に使用される時の必須な配

慮として、動物の健康と福祉を保証することを誓うことが不可欠である。	
 

 
 
 

医学生物学領域の動物実験に関する国際原則	
 

The International Guiding Principles 
 For  

Biomedical Research Involving Animals 
 
国際的な科学団体は、脊椎動物の科学的および／または教育的活動における責

任ある使用の指針として、以下の原則を用いなければならない。 
 
I.	
 科学的知識の発展は、ヒトと動物の健康と福祉の改善、環境の保全、社会の
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利益にとって重要である。動物はこれらの科学的活動において極めて重要な役

割を果たしており、良好な動物福祉は科学と教育の目的を達成するために欠か

すことはできない。動物の福祉やケア、使用に関する決定は、科学的な知識と

専門家の判断によって導かれるべきであり、倫理的そして社会的価値を反映し、

潜在的な利益および使用する動物の安寧に関する影響を考慮すべきである。 
 
II.	
 科学的および／または教育的目的での動物の使用は、研究機関と個々人に
とって道徳的義務と倫理的責任をともなう特別な権利であり、これらの動物の

福祉を最大限に確保しなければならない。このことが最も実践されているのは、

配慮と良心の文化をもつ研究機関であり、動物を取り扱っている個々人が、倫

理的、人道的および法に則った方法で、進んで、慎重に、一貫した姿勢で従事

している研究機関である。動物を使用する研究機関と個々人は、動物への敬意

を表す責務があり、動物の福祉や、ケアと使用に付随する自らの決定や行動の

責任を取り、説明する義務を負う。そして、科学的誠実さという最高の基準を

広く普及させる義務を負う。 
 
III.	
 動物は確たる必要性があり、それらの使用が科学的かつ倫理的に正当化さ
れる時にのみ使用されるべきである。３Rの倫理原則、すなわち Replacement, 
Reduction および Refinement（置換え、削減、苦痛軽減）は、動物を用いる科
学的および／または教育的活動の計画と実施に組み入れられなければならない。

科学文献を調査・理解し、適切な実験計画をたてることにより、科学的に適切

な結果を得ることができ、また動物を使用した研究の不必要な繰り返しを避け

ることができる。科学上もしくは教育上の目的を達成するために、生きた動物

の使用を数学モデル、コンピューターシミュレーション、試験管内生物システ

ム、その他非動物アプローチ等の代替法と置き換えられない場合は、最小限の

動物を使用すべきである。経費や便宜をこれらの倫理原則に優先してはならな

い。 
 
IV.	
 研究教育活動に選択された動物は、その目的にふさわしいものでなければ
ならず、科学的妥当性と再現性を保証するのにふさわしい動物種および遺伝的

背景でなければならない。動物の生理学的、行動学的性質と同様に栄養、微生

物そして全般的な健康状態が科学や獣医学の専門家、さらには科学的文献によ
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って決められ、計画された使用目的に対して適切でなければならない。 
 
V.	
 獣医学的ケアの計画、動物の入手および／または生産、輸送、飼養管理、
飼育施設、拘束、そして安楽死させるべきか、飼い主へ返却すべきか、解放す

べきかなどの動物の最終的処分に関する決定において第一に考慮すべき事柄は、

動物の健康と福祉である。動物の環境と管理がその動物種にふさわしく、動物

の安寧に貢献するような方法を講じなければならない。 
 
VI.	
 動物の福祉、ケアおよび使用は、維持されまたは研究される動物種の健康、
福祉および適切な取り扱いと使用について訓練と経験を積んだ獣医師又は科学

者のもとで行われなければならない。動物福祉、ケア及び使用を担当する個人

またはチームは、その計画の継続と発展の全てに渡って関わるべきである。そ

して動物の健康と福祉を継続してモニターし、潜在的な苦痛の指標を確実で迅

速に検出し管理することできる基準で評価しなければならない。適切な獣医学

的ケアが常に準備されていなければならず、必要に応じて獣医師により提供さ

れなければならない。 
 
VII.	
 研究者は、反対する根拠がある場合を除き、人間に痛みや苦しみを引き起
こす手技はその他の動物にも痛みや苦しみを引き起こすと仮定しなければなら

ない。このため、動物のストレス、苦しみ、不快、痛みを防いだり最小にする

ことは道徳的な責務であり、それは適切な科学あるいは獣医療に適合していな

ければならない。研究と教育の目的を考慮して、動物における最小もしくは瞬

時を上回る長さの痛みおよび／または苦しみは、専門資格をもつ獣医師あるい

は科学者と相談の上、実験技術の Refinementおよび／または適切な鎮静薬、鎮
痛薬、麻酔薬、非薬理学的救済および／または開発されたその他の軽減法を用

いて管理および緩和されなければならない。外科的またはその他の痛みを伴う

実験は、無麻酔の動物に対して施してはならない。 
 
VIII.	
 エンドポイントや時宜を得た救済は、人道的および実験上の理由に基づ
いて行われるべきである。人道的エンドポイントおよび／または救済法は動物

使用の前に決めておくべきであり、当該試験の経過を通して評価するべきであ

り、また不必要および／または不測の痛みおよび／または苦しみを出来る限り
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早期に防ぎ、改善ないしは最小限にするために適用しなければならない。実験

計画の一環ではなく、かつ緩和できない激しいまたは慢性の痛み、苦しみ、不

快感を与える場合には、動物はその種や動物の状況にふさわしい方法で研究か

ら除くかまたは安楽死させるべきである。 
 
IX.	
 実験の適切な訓練と経験を通して、動物の福祉やケア、使用の責任者に、
業務にふさわしい資格と力量をしっかりと身につけさせることは、研究機関の

責任である。動物の人道的および責任ある取り扱いに関して、継続的な訓練と

教育の機会を十分に与えるべきである。研究機関はまた、実務者が熟練度を保

証し、適切な実験手技を用いることに関して監督責任を負う。 
 
X.	
 ここに示す原則の施行は文化、経済、宗教および社会的要因に応じて、国
ごとに変わるものの、この原理を守っているかを検証するための動物使用の監

督制度を各国で導入しなければならない。このシステムには、研究機関や地域、

国のそれぞれのレベルで評価し認可（研究機関、科学者および／または研究事

業の免許付与や登録等）ならびに監督を行なう仕組みを含むべきである。監督

制度の枠組みは動物の福祉とケアに関する考察と同様、動物使用の倫理的審査

を包含しなければならない。また、動物が感じる痛みや苦しみの可能性と、研

究または教育活動による便益とのバランスを取りながら、動物使用の危害便益

分析を促進するべきである。健全な計画管理、研究の監督、そして適切な獣医

学的ケアのシステムの証拠を提供するために、記録を正確にそして継続的に取

らなければならない。 
（翻訳責任：笠井憲雪） 

—————————————————————————————————— 
・Replacement, Reduction および Refinementは置き換え、削減、苦痛軽減と
の参考訳を入れたがあえて訳さなかった。 
・Careは「ケア」とした。 
・国際医学団体協議会（CIOMS）「医学生物学領域の動物実験に関する国際原則

（1985）」は松田幸久先生訳で秋田大学バイオサイエンス教育・研究センター 

動物実験部門 HP で閲覧することができる。 
・翻訳にあたっては、池田卓也、黒澤努、鍵山直子各氏にご校閲をいただいた。

深謝致します。 
————————————————————————————————— 
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